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夏を先取り！楽しい水遊び夏を先取り！楽しい水遊び
　双葉幼稚園の園児たちは、いつでも元気いっぱい。　双葉幼稚園の園児たちは、いつでも元気いっぱい。
みんなで仲良く泥遊びをした後、手を洗おうと蛇口みんなで仲良く泥遊びをした後、手を洗おうと蛇口
をひねると、勢いよく水が吹き出て・・・をひねると、勢いよく水が吹き出て・・・

夏を先取り！楽しい水遊び
　双葉幼稚園の園児たちは、いつでも元気いっぱい。
みんなで仲良く泥遊びをした後、手を洗おうと蛇口
をひねると、勢いよく水が吹き出て・・・
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今
年
一
月
か
ら
七
月
一
日
ま
で
に
湯
沢
雄

勝
広
域
管
内
で
発
生
し
た
火
災
は
二
十
五
件

と
、
昨
年
一
年
間
の
発
生
件
数
に
半
年
で
並

ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、湯
沢
雄
勝
広
域
管
内
に
は『
火

災
多
発
警
報
』
が
発
令
中
で
す
。

　

今
後
も
空
梅
雨
の
状
態
が
続
く
と
火
災
の

多
発
が
懸
念
さ
れ
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
は
、
火
災
予
防
に
努
め
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　

今
年
は
原
野
火
災
も
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。
発
生
原
因
の
ほ
と
ん
ど
が
「
野
焼
き
」、

「
ご
み
焚
き
」
の
火
の
不
始
末
に
よ
る
も
の

で
す
。

　

延
焼
す
る
と
家
屋
な
ど
に
燃
え
移
る
恐
れ

も
あ
り
、
非
常
に
危
険
で
す
。
他
の
人
の
迷

惑
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
野
焼
き
等
は
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。

た

昨
年
の
発
生
件
数
に
半
年
で
並
ぶ　
　
　

火火火火
災
多
発
警
報
発
令
中

湯沢雄勝広域消防署

菅　政美　署長

原
野
火
災…

家
屋
に
延
焼
の
危
険
性
大

　

「
野
焼
き
」
等
は
絶
対
ダ
メ
！

▶「119番」通報から消防車出動まで◀

　通報者が慌ててしまい、場所等を正しく伝えられなければ、消防車や救急車の
現場到着が遅れ、被害の拡大や助かる命が助からなくなる場合があります。
　消火活動や救急・救助活動は１分１秒を争います。１１９番通報の際は、場所
や目安となる目標物を俗称や通称ではなく、正しい住所・名称で伝えてください。

※携帯電話での通報の場合、受信アンテナの位置により、他市町村の消防本部に
つながる場合がありますので、最初に市町村名を伝えるようにしてください。

【湯沢雄勝広域消防本部指令センター】
消防署および各分署に消防車・救急車など
の出動指令を行う

自宅等の固定電話や携
帯電話から119番通報

他市町村の
消防本部　

消火・救急・救助 火災等を発見

経由

稲川ふるさと祭り
8/14㈬　午前10時～

七夕絵どうろうまつり
8/5㈪～7㈬
七七七雄勝大花火大会

8/8㈭　午後7時30分～

仮装盆おどり大会
8/21㈬　午後7時30分～
○ところ　雄勝横堀商店街通り
※参加チームを募集します。
○問い合わせ　湯沢市雄勝観光協
　会（☎52－2200）へ

大名行列
8/25㈰　午前9時30分～

仮仮
8/
○と
※参
○問
　会

大名行列
8/25㈰㈰ 午前9時30分～午前9時30

湯沢湯沢の夏祭り2013夏祭り2013
始まるよ始まるよ～！！

湯沢湯沢の夏祭り2013夏祭り2013
始まるよ始まるよ～！！

湯沢の夏祭り2013
始まるよ～！！

盆市
８/１２㈪午前４時～午後４時
　13㈫午前４時～昼ごろ
▷ところ　雄勝中央病院跡地（表
　町３丁目地内）
▷問い合わせ　まるごと売る課観
　光物産班（☎73－2111内線631
　～633）へ

ゆざわ新鮮楽市
▷と　き　毎週水・日曜日／午前
　６時～10時
▷ところ　雄勝中央病院跡地（表
　町３丁目地内）
▷問い合わせ
　ゆざわ新鮮楽市事務局（まるご
　と売る課観光物産班内☎73－21
　11内線631～633）へ

夏 ま つ り 期 間 中 も 開 催 ！

○ところ　市街地一円
○問い合わせ　大名行列保存会藤
　田（☎090－3098－8513）へ

すが まさみ

皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
で

防
ぐ
こ
と
の
で
き
る

火
災
や
損
害
を
無
く
し
た
い

　

今
回
の
「
火
災
多
発
警
報
」
は
、

湯
沢
雄
勝
広
域
管
内
で
今
ま
で
に
な

い
ほ
ど
火
災
が
発
生
し
て
い
る
状
況

を
皆
さ
ん
に
分
か
っ
て
も
ら
い
、
何

と
か
し
て
防
ぎ
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
発
令
し
た
も
の
で
す
。

　

「
火
を
使
っ
て
い
る
と
き
は
そ
の

場
を
離
れ
な
い
。
離
れ
る
と
き
は
火

を
消
す
」
、「
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の

ポ
イ
捨
て
を
し
な
い
」
、「
火
の
周
囲

に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
」

と
い
っ
た
基
本
的
な
こ
と
を
守
り
、

火
災
を
防
ぐ
よ
う
心
掛
け
て
く
だ
さ

い
。

◆「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」の
設
置
を
！

　

今
年
二
月
に
発
生
し
た
火
災
で
は
、

逃
げ
遅
れ
た
こ
と
に
よ
り
亡
く
な
っ

た
か
た
が
お
り
ま
し
た
。

　

火
災
を
早
期
発
見
し
、
逃
げ
遅
れ

を
防
ぐ
た
め
に
も
「
住
宅
用
火
災
警

報
器
」
の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

警
報
器
や
設
置
場
所
に
つ
い
て
分

か
ら
な
い
こ
と
は
、
消
防
署
予
防
係

（
☎
73
３
１
５
１
）
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

稲川ふるさと祭り
8/14㈬ 午前10時～

雄
8/8

○ところ　稲川交流スポーツエリア
○内　容　稲庭うどん早食い競争、
　地域の出し物など
※当日の飲食・販売ブース、フリー
マーケットの出店者を募集します。
○問い合わせ　一般社団法人湯沢市
　観光物産協会稲川事務所（☎43－
　2649）へ

○ところ　役内川河川敷（国道13号
　新万石橋付近）
※有料の桟敷席もあります。
※駐車場をご利用のお客さまには、
環境整備協力金として、車一台につ
き500円をいただきます。
○問い合わせ　湯沢市雄勝観光協会
　（☎52－2200）へ

夕絵どうろうまつり
/5㈪～7㈬
七
8/
七
8～

3号

は、
につ

協会

○交通規制　
　５日㈪午前11時～午後10時30分
　６日㈫午前10時～午後10時30分
　７日㈬午前　8時～午後10時
○ところ　市街地一円
○問い合わせ　一般社団法人湯沢市
　観光物産協会（☎73－0415）へ



ホット
スマイル

より良い売り場づくりを目指したい
「書店で働いている」

根岸　彩佳さん
Ay a k a  N e g i s h i

担
当
業
務
を
教
え
て
く
だ
さ
い

Q
業
務
全
般
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
が
、
本
は
実
用
書

を
担
当
し
て
い
ま
す
。

A
こ
の
仕
事
を
選
ん
だ
き
っ
か
け
は
？

Q
地
元
で
働
き
た
い
と
思
っ
て
い
た
と
き
に
、
昨
年
の

秋
に
開
店
し
た
書
店
の
店
員
募
集
が
あ
り
ま
し
た
。

本
が
好
き
で
、
接
客
業
の
仕
事
を
し
た
か
っ
た
の
で
、

す
ぐ
に
応
募
し
、
今
に
至
り
ま
す
。

A
休
日
の
過
ご
し
方
は
？

Q
休
日
は
買
い
物
を
し
た
り
、
友
達
と
カ
ラ
オ
ケ
に

行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
時
々
、
県
外
の
友
達
の
と

こ
ろ
に
遊
び
に
も
行
っ
て
い
ま
す
。

A
職
場
の
雰
囲
気
は
ど
の
よ
う
な
感
じ
で
す
か
？

Q
み
ん
な
仲
が
良
く
、
明
る
い
職
場
で
す
。
ま
た
、

仕
事
も
協
力
し
な
が
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

A

Vol.60フレッシュな若者が登場するコーナーです

今
後
の
抱
負
・
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

QA
お
客
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
本
を
お
勧
め

で
き
る
よ
う
に
、
本
の
勉
強
も
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
本
を
選
び
や
す
い
よ
う
に
、
よ
り
良

い
売
り
場
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
仕
事
の
大
変
な
と
こ
ろ
と
楽
し
い
と
こ
ろ
は
？

Q
大
変
な
と
こ
ろ
は
、
本
の
売
れ
行
き
を
考
え
て
、

追
加
発
注
や
在
庫
管
理
を
す
る
と
こ
ろ
。
ま
た
、

お
客
さ
ん
が
本
を
選
び
や
す
い
よ
う
に
、
常
に
棚
を

整
理
し
、
本
を
見
や
す
く
す
る
た
め
の
作
業
を
行
う

と
こ
ろ
で
す
。
楽
し
い
と
こ
ろ
は
、
店
の
一
角
を
利

用
し
、
自
分
が
選
ん
だ
本
の
特
設
コ
ー
ナ
ー
を
企
画

す
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
本
が
売
れ
る
と

う
れ
し
く
な
り
ま
す
。
最
近
で
は
、
本
を
探
し
て
欲

し
い
と
言
わ
れ
て
、
お
勧
め
し
た
本
が
お
客
さ
ん
に

喜
ば
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

A



　

平
成
二
十
二
年
度
か
ら
、
市
主
催
に
よ

る
敬
老
会
を
地
域
の
皆
さ
ん
が
主
体
と

な
っ
て
開
催
で
き
る
敬
老
会
へ
と
移
行
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
敬

老
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
に
つ
い
て
も
、
敬
老
会
事
業
費

助
成
金
の
交
付
申
請
を
受
け
付
け
し
ま
す

の
で
、
実
施
予
定
団
体
は
開
催
の
一
カ
月

前
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
等
の
様
式
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

左
記
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ　

長
寿
福
祉
課
高
齢
介
護

　

班
（
☎
73
2
1
1
1
内
線
5
1
9
）
へ

　

八
月
か
ら
引
き
続
き
児
童
扶
養
手
当
・

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
人
は
、

現
況
届
の
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
本
人
ま
た
は
同
居
す
る
扶

養
義
務
者
の
所
得
状
況
な
ど
を
確
認
し
、

八
月
一
日
以
降
も
継
続
し
て
受
給
で
き
る

か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
、

対
象
者
に
は
、
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
児
童
福
祉
班

　
（
☎
73
2
1
1
1
内
線
5
1
4
･
5
1

 

5
）
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ

　

ス
班
へ

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
緑
風
荘
は
、
温
泉

井
戸
の
内
装
管
挿
入
工
事
の
た
め
、
休
館

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
よ
り
よ

い
温
泉
を
提
供
す
る
た
め
の
工
事
で
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
期　

間　

7
月
23
日
㈫
〜
30
日
㈫

○
問
い
合
わ
せ　

緑
風
荘
（
☎
42
2
3
1

 

0
）
ま
た
は
長
寿
福
祉
課
高
齢
介
護
班

　
（
☎
73
2
1
1
1
内
線
5
1
9
）
へ

　

ど
な
た
で
も
自
由
に
聴
講
で
き
ま
す
。

○
と　

き　

7
月
17
日
㈬
午
前
10
時
〜
11

　

時
30
分

○
と
こ
ろ　

湯
沢
文
化
会
館
3
階
会
議
室

○
演　

題　
「
発
酵
食
品
の
情
報
」　

○
講　

師　

渡わ
た

辺な
べ

隆た
か

幸ゆ
き

さ
ん
（
秋
田
県
総

　

合
食
品
研
究
セ
ン
タ
ー
上
席
研
究
員
）

○
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン

　

タ
ー
（
☎
73
1
1
3
2
）
へ

　

七
夕
の
夜
を
す
て
き
な
音
楽
で
過
ご
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

○
と　

き　

8
月
6
日
㈫
午
後
7
時

○
と
こ
ろ　

市
民
プ
ラ
ザ
（
柳
町
）

○
内　

容　

筝
曲
、
民
謡
、
管
弦
楽
、
吹

　

奏
楽
、
コ
ー
ラ
ス

○
出　

演　

正
派
わ
か
ば
会
、
民
謡
三
味

　

線
湯
三
会
、
湯
沢
市
民
管
弦
楽
団
、
Ｎ

　

Ｇ
吹
奏
楽
団
、
湯
沢
混
声
合
唱
団
Ｙ
Ｍ

　

Ｃ
、
湯
沢
市
民
混
声
合
唱
団
リ
ン
デ
ン

　

コ
ー
ル
ほ
か

○
入
場
料　

無
料　

○
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
社
会
教
育

　

文
化
班
（
☎
42
5
8
1
0
）
へ

　

地
域
の
歴
史
、
文
化
な
ど
の
魅
力
や
価

値
に
つ
い
て
は
、
普
段
の
生
活
の
視
点
で

は
見
落
と
し
が
ち
で
す
。

　

雄
勝
高
校
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
小
町
伝

承
を
学
習
し
て
、
地
域
の
魅
力
や
価
値
を

再
発
見
し
ま
せ
ん
か
。

○
日　

程
（
全
4
回
）

①
8
月
11
日
㈰
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30

　

分
／
雄
勝
文
化
会
館
／
小
町
伝
承
と
小

　

町
遺
跡
Ⅰ

②
8
月
18
日
㈰
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30

　

分
／
雄
勝
文
化
会
館
／
小
町
伝
承
と
小

　

町
遺
跡
Ⅱ

③
9
月
1
日
㈰
午
後
1
時
〜
4
時
／
小
町

　

遺
跡
巡
回
／
観
光
コ
ー
ス
を
歩
い
て
み

　

よ
う

④
9
月
8
日
㈰
午
後
1
時
〜
4
時
／
小
町

　

遺
跡
巡
回
／
観
光
ガ
イ
ド
を
体
験
し
て

　

み
よ
う

※
③
、
④
は
、
歩
き
や
す
い
服
装
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

○
受
講
料　

無
料

○
定　

員　

10
人
（
先
着
順
）

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

7
月
31
日

　

㈬
ま
で
、
企
画
課
企
画
班
（
☎
73
2
1

 

1
1
内
線
4
3
2
）
へ

○
と　

き　

7
月
27
日
㈯
午
後
6
時
開
場

○
と
こ
ろ　

湯
沢
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

○
内　

容　

お
楽
し
み
抽
選
会
、
生
ビ
ー

　

ル
飲
み
放
題
な
ど

○
参
加
料　

二
千
円
（
当
日
券
あ
り
）

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
勤
労

　

青
少
年
ホ
ー
ム

　
（
☎
73
2
1
1

 

1
内
線
4
6
2
）

　

へ

2013.07.15
7

平
成
25
年
度

湯
沢
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

「
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

敬
老
会
開
催
費
助
成
金
の

申
請
に
つ
い
て

音
楽
の
ま
ち〝
ゆ
ざ
わ
〞

プ
レ
サ
マ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

高
校
生
と
一
緒
に
学
ぶ

小
町
伝
承
観
光
ガ
イ
ド

養
成
講
座

児
童
扶
養
手
当・

特
別
児
童
扶
養
手
当
の

現
況
届
に
つ
い
て

緑
風
荘
臨
時
休
館
のお

知
ら
せ

市
民
大
学
一
般
教
養
講
座

○
主
な
業
務　

家
庭
に
お
け
る
児
童
の
養

　

育
お
よ
び
人
間
関
係
に
関
す
る
相
談
に

　

応
じ
、
適
切
な
助
言
・
指
導
を
行
う

○
雇
用
期
間　

8
月
1
日
㈭
〜
12
月
31
日

　

㈫
※
勤
務
成
績
に
よ
り
、
更
新
の
可
能
性
あ

り
。

○
勤
務
日　

原
則
と
し
て
、
月
曜
か
ら
金

　

曜
日
ま
で
の
う
ち
4
日
／
午
前
8
時
30

　

分
〜
午
後
5
時
15
分

○
報
酬
等　

月
額
十
二
万
円

※
通
勤
距
離
に
よ
り
通
勤
費
を
支
給
し
ま
す
。

○
福
利
厚
生　

社
会
保
険
、
雇
用
保
険
に

　

加
入

○
応
募
資
格　

湯
沢
市
に
住
民
登
録
し
、

　

4
年
制
の
大
学
に
お
い
て
、
児
童
福
祉
、

　

社
会
福
祉
、
教
育
学
等
の
学
科
を
修
め

　

て
卒
業
し
た
人

○
応
募
方
法　

総
務
課
に
備
え
付
け
の
申

　

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出

　

し
て
く
だ
さ
い

○
応
募
受
付　

7
月
16
日
㈫
〜
25
日
㈭

○
採　

用　

書
類
選
考
の
上
、面
接
を
実
施

○
申
し
込
み　

総
務
課
人
事
給
与
班
（
☎

　

73
2
1
1
1
内
線
2
1
4
）
へ

○
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
児
童
福
祉
班

　
（
☎
73
2
1
1
1
内
線
5
1
4
）
へ　

　

市
内
で
ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
患
者
が
発
生
し

ま
し
た
。
ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
に
か
か
ら
な
い

た
め
に
、
山
菜
採
り
、
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で

野
山
や
河
川
敷
へ
立
ち
入
っ
た
り
、
田
畑

で
作
業
し
た
り
し
た
後
は
、
次
の
こ
と
に

気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

・
で
き
る
だ
け
肌
を
出
さ
な
い

・
帰
宅
し
た
後
は
早
め
に
着
替
え
る

・
着
替
え
た
衣
類
は
室
内
に
持
ち
込
ま
な

　

い
か
、
す
ぐ
に
洗
濯
す
る

・
帰
宅
後
は
速
や
か
に
入
浴
し
体
を
洗
い

　

流
す

※
野
山
な
ど
に
立
ち
入
っ
て
か
ら
五
日
か

ら
十
四
日
後
に
発
熱
や
発ほ
っ

疹し
ん

が
続
き
、
体

に
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
か
さ
ぶ
た

が
あ
る
場
合
は
、
速
や
か
に
医
療
機
関
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

○
問
い
合
わ
せ　

健
康
対
策
課
（
☎
73
2

 

1
1
1
内
線
1
3
1
〜
1
3
6
）
へ

　

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
か
ら
積
極
的
な

接
種
勧
奨
を
差
し
控
え
る
よ
う
通
知
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ワ
ク
チ
ン
と
の
因

果
関
係
を
否
定
で
き
な
い
副
反
応
の
症
例

が
接
種
後
に
み
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
今
後
、

そ
の
症
例
を
調
査
し
、
対
象
者
へ
適
切
な

情
報
提
供
が
で
き
る
ま
で
の
一
時
的
な
措

置
で
す
。
接
種
を
中
止
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
対
象
者
の
う
ち
希
望
者

は
定
期
の
予
防
接
種
と
し
て
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
接
種
に
当
た
っ
て
は
、
有

効
性
と
リ
ス
ク
を
理
解
し
た
上
で
受
け
て

く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ　

健
康
対
策
課
予
防
衛
生

　

班
（
☎
73
2
1
1
1
内
線
1
3
1
〜
1

 

3
3
）
へ

　

七
月
三
十
一
日
㈬
が
納
期
限
の
市
税
は

次
の
と
お
り
で
す
。

○
国
民
健
康
保
険
税　

第
一
期

○
固
定
資
産
税　

第
二
期

※
納
期
限
ま
で
に
納
入
が
な
い
場
合
は
、

納
期
限
後
二
十
日
以
内
に
督
促
状
を
発
送

し
ま
す
。
納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替
を

お
勧
め
し
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
へ
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
納
税
班
（
☎
73

　

2
1
1
1
内
線
2
4
1
･
2
4
2
）
へ

　

伝
統
産
業
の
振
興
と
観
光
業
等
へ
の
魅

力
付
け
を
目
的
に
国
指
定
伝
統
的
工
芸
品

「
川
連
漆
器
」の
購
入
に
助
成
を
行
い
ま
す
。

○
対
象
者　

市
内
で
宿
泊
業
、
飲
食
業
を

　

営
む
人
（
た
だ
し
、
法
人
は
市
内
に
主

　

た
る
事
業
所
を
有
す
る
こ
と
、
個
人
は

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
）

○
対
象
経
費　

市
内
の
宿
泊
施
設
、
店
舗

　

等
で
業
務
用
と
し
て
使
用
す
る
食
器
等

　

の
購
入
経
費
（
10
万
円
以
上
）

○
補
助
率　

購
入
経
費
の
2
分
の
1
以
内

　
（
上
限
50
万
円
）

○
受
付
期
間　

7
月
16
日
㈫
〜
平
成
26
年

　

2
月
28
日
㈮
（
た
だ
し
、
申
請
額
が
予

　

算
額
に
達
し
た
時
点
で
終
了
）

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

ま
る
ご
と

　

売
る
課
ま
る
ご
と
政
策
班
（
☎
73
2
1

 

1
1
内
線
6
4

 

1
･
6
4
2
）

　

ま
た
は
産
業
支

　

援
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
78
5
1
0

 

0
）
へ　

家
庭
相
談
員
の
募
集

伝
統
的
工
芸
品
使
用
拡
大

支
援
事
業
の
受
け
付
け
を

開
始
し
ま
す

市
税
は
納
期
限
内
に

納
め
ま
し
ょ
う

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

（
子
宮
頸け
い

が
ん
予
防
）

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

2013.07.15
6

ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
に

気
を
付
け
ま
し
ょ
う



2013.07.15
9

　

国
際
交
流
を
体
験
で
き
る
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
で
す
。

○
と　

き　

9
月
28
日
㈯
午
前
10
時
〜
午

　

後
4
時

○
と
こ
ろ　

秋
田
総
合
生
活
文
化
会
館
ア

　

ト
リ
オ
ン
ほ
か

○
出
展
料　

無
料

※
詳
し
く
は
、
秋
田
県
国
際
交
流
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.aiahom

e.or.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

8
月
9
日

　

㈮
ま
で
、
秋
田
県
国
際
交
流
協
会
（
☎

　

0
1
8
―
8
9
3
―
5
4
9
9
）
へ

○
と　

き　

7
月
28
日
㈰
午
前
5
時
50
分

　

〜
8
時

○
と
こ
ろ　

秋
田
市
八
橋
運
動
公
園
陸
上

　

競
技
場
（
荒
天
の
場
合
は
秋
田
県
立
体

　

育
館
）

○
入
場
料　

無
料

○
問
い
合
わ
せ　

1
0
0
0
万
人
ラ
ジ
オ

　

体
操
・
み
ん
な
の
体
操
祭
事
務
局
（
か

　

ん
ぽ
生
命
保
険
秋
田
支
店
内
☎
0
1
8

 

―
8
2
3
―
1
2
7
1
）
へ

１
０
０
０
万
人
ラ
ジ
オ
体
操・

み
ん
な
の
体
操
祭

あ
き
た
国
際

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
３

ブ
ー
ス
出
展
者
募
集

◎申請は余裕を持って
　パスポートは、申請日から数えて土・日
曜日、祝日、年末年始を除いて9日目以降
の交付になります。旅行日程などを考慮し
て、余裕を持って申請してください。
　お急ぎの場合は下記まで問い合わせくだ
さい。
【取扱時間】
　平日午前8時30分～午後5時
※過去にパスポートを取得したことがある
人は、県庁に照会が必要な場合もあります
ので、時間に余裕を持ってお越しください。
午後5時を過ぎると県庁に照会ができなく
なります。
【窓　口】
　くらしの相談課パスポート窓口
　（☎73‒2111内線124）

パスポート窓口からの
お知らせ
パスポート窓口からの
お知らせ

求職者の事前申し込みは不要です。
○と　き　8月29日㈭ 午後1時30分～4時
　　　　　（午後1時から受け付け）
○ところ　湯沢ロイヤルホテル
○内　容　面接会、職業適性診断、ハローワーク
　　　　　相談コーナー、シルバー人材センター
　　　　　相談コーナー
○対　象　•求職者
　　　　　①ハローワーク湯沢管内およびその周
　　　　　　辺に就職希望の人
　　　　　②地元秋田へのＡターン就職を希望し
　　　　　　ている人
　　　　　③学校卒業予定者（大学院、大学、短
　　　　　　大、高専、専修学校）
　　　　　•事業所
　　　　　　県内に就業場所がある事業所
○申し込み　参加を希望する事業所は、8月23日
　　　　　　㈮まで、「参加申込書」 と 「事業所
　　　　　　ＰＲ」 に記入の上、下記へ郵送また
　　　　　　はファクス等で提出してください
○問い合わせ　まるごと売る課商工労政班
　　　　　　　（☎73-2111内線621～623、FAX79-
　　　　　　　 5057）へ

平成25年 「合同就職面接会」 開催平成25年 「合同就職面接会」 開催

人口と世帯数の動き人口と世帯数の動き
6月末現在

●人口
　 男
　 女

●おわびと訂正●
　広報ゆざわ6月15日号に記載した内容に誤りが
ありました。正しくは次のとおりです。
　おわびして訂正します。
　誤　女　26,381人
　正　女　26,339人

50,186人
23,880人
26,306人

………

………

………

（－39人）

（－6人）

（－33人）

前月比

●世帯数 18,271世帯… （－8世帯）
前月比

　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

○
と　

き　

8
月
1
日
㈭
／
午
前
6
時
15

　

分
ま
で
湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
前
に

　

集
合

※
悪
天
候
の
場
合
は
翌
日
に
延
期
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン

　

タ
ー
（
☎
73
1
1
3
2
）
へ

　

子
ど
も
の
入
学
や
学
習
な
ど
に
関
し
て

の
相
談
会
を
行
い
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

○
と　

き　

7
月
26
日
㈮
、
10
月
9
日
㈬

　

／
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

○
と
こ
ろ　

雄
勝
地
域
振
興
局
健
康
福
祉

　

部
（
湯
沢
保
健
所
）

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

相
談
希
望

　

日
時
、
相
談
内
容
を
市
学
校
教
育
課
指

　

導
班
（
☎
42
5

 

8
0
3
）
へ

　

法
テ
ラ
ス（
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
）

に
よ
る
無
料
法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
と　

き　

7
月
26
日
㈮
午
後
1
時
〜
4

　

時
○
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

○
相
談
内
容　

多
重
債
務
、
離
婚
、
金
銭
、

　

損
害
賠
償
な
ど
民
事
事
件
一
般

○
定　

員　

5
人
（
先
着
順
）

○
申
込
期
限　

7
月
24
日
㈬
（
受
け
付
け

　

は
平
日
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）

※
無
料
法
律
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
資
力
基
準
が
あ
り
ま
す
。
申
し
込
み
の

際
に
収
入
や
資
産
を
伺
い
、
基
準
が
一
定

額
以
下
の
人
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
詳
し

く
は
左
記
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

法
テ
ラ
ス

　

秋
田
地
方
事
務
所
（
☎
0
5
0
―
3
3

 

8
3
―
5
5
5
1
）
へ

○
と　

き　

7
月
26
日
㈮
午
後
1
時
30
分

　

〜
3
時

○
と
こ
ろ　

秋
田
地
方
法
務
局
湯
沢
支
局

○
内　

容　

オ
ン
ラ
イ
ン
（
イ
ン
タ
ー

　

ネ
ッ
ト
）
の
登
記
申
請
に
つ
い
て

○
定　

員　

20
人

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

7
月
25
日

　

㈭
ま
で
、
秋
田
地
方
法
務
局
湯
沢
支
局

　
（
☎
73
2
4
5
0
）
へ

○
と　

き　

7
月
28
日
㈰
午
前
10
時
〜
正

　

午
○
と
こ
ろ　

湯
沢
市
役
所
3
階
第
1
会
議

　

室
○
内　

容　

陸
海
空
自
衛
隊
の
概
要
お
よ

　

び
募
集
案
内
の
説
明
、
海
上
自
衛
官
パ

　

イ
ロ
ッ
ト
に
よ
る
説
明

○
入
場
料　

無
料

○
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
横
手
地
域
事
務

　

所
（
☎
0
1
8
2
32
3
9
2
0
）
へ

　

地
域
の
木
材
を
使
っ
て
建
て
た
住
宅
等

へ
ポ
イ
ン
ト
を
交
付
す
る
事
業
が
七
月
一

日
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
は
、

地
域
産
品
や
商
品
券
等
と
交
換
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
事
務

局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://m

okuzai-

points.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ　

秋
田
県
木
材
利
用
ポ
イ

　

ン
ト
振
興
協
議
会
（
秋
田
県
木
材
産
業

　

協
同
組
合
連
合
会
内
☎
0
1
8
―
8
3

 

7
―
8
0
9
1
）、
県
林
業
木
材
産
業

　

課
（
☎
同
8
6
0

　

―
3
8
2
8
）
ま

　

た
は
雄
勝
広
域
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組
合
（
☎
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湯
沢
市
緑
化
推
進
協
議
会
で
は
、
公
共

施
設
や
町
内
の
公
園
、
学
校
、
街
路
な
ど

の
環
境
緑
化
活
動
を
実
施
す
る
団
体
に
対

し
、
苗
木
購
入
費
な
ど
事
業
費
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

※
個
人
活
動
や
私
有
地
へ
の
緑
化
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。
希
望
団
体
が
多
数
の
場

合
は
、
選
考
に
よ
り
決
定
と
な
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
昨
年
、
助
成
を
受

け
た
団
体
は
原
則
と
し
て
対
象
外
で
す
。

　

ま
た
、
助
成
を
受
け
た
団
体
は
、
緑
の

募
金
に
ご
協
力
願
い
ま
す
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

8
月
16
日

　

㈮
ま
で
、
湯
沢
市
緑
化
推
進
協
議
会

　
（
市
農
林
課
林
務
班
内
☎
73
2
1
1
1

 

内
線
6
1
1
）
へ

第
31
回

市
民
ラ
ジ
オ
体
操
の
集
い

自
衛
官
等

採
用
地
域
説
明
会

緑
化
活
動
を
応
援

　

〜
苗
木
等
の

助
成
を
行
い
ま
す
〜

法
務
局
無
料
市
民
講
座

木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
事
業

に
つ
い
て

そ
の
他
の
お
知
ら
せ
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就
学
や
教
育
に
関
す
る相

談
会

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

弁
護
士
無
料
法
律
相
談
会

国
か
ら
の
お
知
ら
せ



み
ん
な
で
目
指
そ
う
、世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
！

実
験
・
体
験
を
通
じ
て

「
な
ぜ
・
ど
う
し
て
」を
解
決

〜 「
ジ
オ
パ
ー
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
親
子
連
れ
で
に
ぎ
わ
う 

〜

　

六
月
九
日
、
イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン

タ
ー
湯
沢
店
特
設
会
場
で
「
ジ
オ
を
体

験
し
よ
う
！
ジ
オ
パ
ー
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
湯
沢
市
ジ
オ

パ
ー
ク
推
進
協
議
会
と
秋
田
大
学
ジ
オ

パ
ー
ク
推
進
委
員
会
が
開
催
し
た
も
の

で
、
湯
沢
市
と
国
立
大
学
法
人
秋
田
大

学
と
の
連
携
協
定
に
基
づ
く
第
一
弾
の

事
業
で
す
。

　

「
ジ
オ
パ
ー
ク
っ
て
な
ん
だ
か
難
し

そ
う
」
と
感
じ
て
い
る
人
で
も
楽
し
め

る
よ
う
に
、
実
験
コ
ー
ナ
ー
や
体
験

コ
ー
ナ
ー
を
多
く
設
置
し
て
、
ジ
オ
を

体
感
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
に
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
多
く
の
親
子
連
れ
が
訪
れ
、

順
番
に
各
コ
ー
ナ
ー
を
回
っ
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
を
通
じ
て
ジ
オ
に
親
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
缶
バ
ッ
ジ

を
作
っ
た
り
、
ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
し
ず
小
町
」
と
遊
ん

だ
り
し
ま
し
た
。

　

来
場
者
か
ら
は
、
「
と
て
も
楽
し

か
っ
た
の
で
ま
た
や
っ
て
ほ
し
い
」
、

「
子
ど
も
と
一
緒
に
楽
し
め
た
こ
と
が

良
か
っ
た
」
、「『
な
ぜ
・
ど
う
し
て
』と

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
疑
問
を
持
ち
、
そ

の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
楽
し
い
、
子
ど

も
に
と
て
も
ピ
ッ
タ
リ
な
イ
ベ
ン
ト

だ
っ
た
」
と
い
う
感
想
が
聞
か
れ
ま
し

た
。

　

今
後
も
、
親
子
で
ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー

ク
を
楽
し
む
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
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「
ジ
オ
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
」

親
子
連
れ
で
に
ぎ
わ
う

今
後
も
親
子
で
楽
し
む

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
予
定
！

「ジオパーク」出前講座開催中！
　申し込み・問い合わせは事務局へｉ

　湯沢市ジオパーク推進協議会では、ジオパ
ークに関する出前講座を行っています。お気
軽に担当までご連絡ください。▲

担当　湯沢市ジオパーク推進協議会事務局
　　　　（まるごと売る課ジオパーク推進室
　　　　☎73－2111内線643・644）

Sho t
Ｓｎａｐ

▲

ストレス発散！石割体験＆発見しよう！化石・金・銀
　ヘルメットとゴーグルを着用し、ハンマーで思いきり
石を叩いて割ります。キラキラと輝く鉱物を発見すると、
「金だ！金だ！」と満面の笑顔。
　化石採集は、ハンマーで慎重に石を割り、植物の化石
をたくさん見つけました。▲

キッチン火山体験
　溶岩に見立てたべっこうあめを、くしゃくしゃにした
アルミ箔の上に流し、どのように溶岩が流れるのかを観察。
　実験後は冷えて固まったあめを食べ「おいしい」と歓
声が上がりました。▲

変わった石大集合！
　市内で採集したさまざまな種類の石を並べ、実際に
触ったり持ってみたりして、それぞれの石の特徴を体感。
　火打石で火花を散らす体験も行いました。

▲

おいしい水コンテスト
　市内４カ所の湧き水と水道水を、名前をふせた状態で
飲み比べてどの水がおいしかったかを投票。「毎日飲ん
でいる力水を必ず当てる！」と宣言して挑戦する人も。
投票の結果、１位は「力水」でした。▲

カルデラを作ってみよう！陥没実験
　空気を入れた風船をマグマだまりに見立て、その上に
土の山を作ります。風船の空気を抜いて山を陥没させ、
カルデラを再現する実験を行いました。子どもたちは土
いじりのほうが楽しかったようです。▲

地熱発電って、どんなもの？
　地熱発電の仕組みや長所・短所などをまとめた映像を
上映し、地熱発電について理解を深めてもらいました。
また、手回し発電機を使って、豆電球とＬＥＤ（発光ダ
イオード）の電気の消費量の違いを体験。

2013.07.15
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Ａ　年を取ると誰でも老化現象の一つとして「物忘れ」が起こります。つい先ほどまで考えていたことを思い
　　出せなかったり、新しいことが覚えられなくなったりすることがあります。しかし、一般的な物忘れが
　「体験の一部を忘れること」であるのに対し、認知症は「体験のすべてを忘れること」が特徴となっていま
　　す。そのため、自分が体験したことを忘れている自覚がなかったり、時間や場所が分からなくなったりし
　　ます。思い当たることがある人は主治医や地域包括支援センターに相談してみましょう。

　認知症は単なる老化現象ではなく脳の障がいでおこる病気（症状）です。
高齢者に限らず若い世代でも発症し、誰もが認知症になる可能性がありま
す。このコーナーでは認知症についての情報を８回シリーズで提供します。
　　　　　　　　　◎地域包括支援センター（☎73－2111内線260～268）

【 認知症 Ｑ＆Ａ 】【 認知症 Ｑ＆Ａ 】【 認知症 Ｑ＆Ａ 】

 認知症による物忘れ加齢による物忘れ
物忘れを自覚していない
体験のすべてを忘れる（完全に記憶が抜け落ちている）
日にち・時間・場所がわからない
徘徊・幻覚・妄想などが出現し、日常生活に支障がある
・食事をしたことを忘れる
・孫がいること自体を忘れている

物忘れがあること自覚している
体験の一部を忘れる（きっかけがあれば思い出せる）
日にち・時間・場所がわかる
日常生活に支障はない
・食事のときに何を食べたかを忘れる
・孫の学年を忘れている

自　　覚
記　　憶
見 当 職
支　　障

具 体 例

加齢による物忘れと認知症による物忘れの違い　》　》　》　》　》

はいかい

Ｑ　家にいるおじいさんが最近物忘れをするようになってきました。Ｑ　家にいるおじいさんが最近物忘れをするようになってきました。
　　もしかして認知症でしょうか？　　もしかして認知症でしょうか？
Ｑ　家にいるおじいさんが最近物忘れをするようになってきました。
　　もしかして認知症でしょうか？

　臨床心理士橋本まり子先生の協力のもと、心の健康に関する話題を毎月15日号で紹介します。
はしもと こ

●第15回　テーマ 「自分の気持ちを相手に伝える」

心のリラックスタイム

　ズレや誤解があったときは、何を伝えようとしている
のかを確かめ質問することで、相手への理解が深まりま
す。心の距離を埋めるには、　　　　　を意識して、家
族や友だちなど身近にいる人が理解してくれるとうれし
いですよね。

～橋本まり子先生によるこころの健康相談会（完全予約制）～
　広報ゆざわ4月1日号に年間予定表を折り込んでいま
す。予約は随時受け付けているため、希望日がすでに定
員に達している場合がありますので、希望する人は、事
前に下記までお問い合わせください。
～傾聴ボランティア“つながる手の会”による
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほっとサロン～
　このサロンは、誰でも自由にお話しできる場所です。
どうぞご利用ください。8月は次の日程で行います。
時間は午後1時から3時までです。
7日㈬　稲川農村環境改善センター2階
20日㈫　皆瀬総合支所会議室

○申し込み・問い合わせ　健康対策課保健推進班
　（☎73‒2111内線134～136）へ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「準拠枠準拠枠」　　　　　　　　　　　　　「準拠枠」

　人と人とのやりとりについて、「感覚のズレ」 や 「誤
解」 が起きることが、少なからずあります。「分かって
もらえなかった」 と感じることもあるでしょう。それは、
同じ言葉でも、言葉への意味付けが違うので、「感覚の
ズレ」 が起きるのです。一人一人が会話を通じて理解す
る範囲が同じではありません。その範囲のことを
　　と言います。
　例えば、「私は鳥が好き」 と言っても、ペットとして
鳥が好きなのか、鶏肉が好きなのか、いきなり言われた
らさっぱり分かりません。自分の考えを話すときに、相
手が同じことを思い浮かべているとは限りません。
　何かニュアンスが違うと感じたら、「どんな鳥か」 な
どと質問をしてみましょう。話の中にある相手の考えを
つかむことができると思います。「鶏肉」 と分かったら、
「私もから揚げが好き」 などと言えるのです。
　確認してばかりいて、うるさがられると困りますが、
「感覚のズレ」 や 「誤解」 は　　　　　が違うときに起
きやすいものです。相手を理解することは、相手が分か
ってもらおうとすること（準拠枠）をそのまま受け止め
ることです。
　「分かってもらう」 ために、伝える人が分かりやすく
話をすることはもとより、話を聞くときには、内容をた
だ頭で理解するだけでなく、相手が言おうとすることを
表情や態度、声の調子などで理解し、相手の言っている
ことに近付くよう努力することが大切です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「準拠準拠
枠」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「準拠枠準拠枠」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「準拠
枠」

　　　　　　　　　　　　　「準拠枠」



ご来場
お待ちしています
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地場産品が人気
「ようこそ！新緑の栗駒へ」

　6月16日、「ようこそ！新緑の栗駒へ」と
題し、栗駒山麓周辺の自治体が連携した春の
誘客イベントが各地で行われました。
　会場の一つ、小安峡温泉あぐり館前では、
山菜販売や稲庭うどん詰め放題、無料鍋の振
る舞いのほか、よさこい、大道芸などのアト
ラクションも行われました。また、協力温泉
宿では無料入浴サービスも行われ、宿泊客や
家族連れなどでにぎわいました。
　この日は、稲庭城で稲庭うどんのプレゼン
ト、道の駅おがちではフリーマーケットなど
のイベントが行われました。

サクランボ、いざ出発！
サクランボ出発式

　6月26日、品質日本一を掲げる三関地区のサ
クランボの出荷が始まり、ＪＡこまちフルーツ
センターで出発式が行われました。
　式では桜桃部会奥山恭悦部会長が「4月の寒
さで開花が遅れたが、連日の好天で生育が進ん
だ。これから収穫・出荷が本番。忙しくなるが、
みんなで協力してがんばろう」とあいさつしま
した。
　その後、サクランボを東京・大田市場まで運
ぶトラックの運転手に、安全運転を願って県産
青果物キャンペーンガール「ミス・フレッシュ」
から花束が贈られました。　

おはなし隊キャラバンカー、来湯
本とあそぼう全国訪問おはなし隊

　6月8日、講談社の「本とあそ
ぼう全国訪問おはなし隊」キャラ
バンカーが湯沢図書館を訪れまし
た。平成11年から始まったこの活
動は、約550冊の絵本を載せた2台
のキャラバンカーが各都道府県を
１カ月単位で巡回するというもの
で、秋田県への訪問は7回目にな
ります。たくさんの絵本を目の前
にした子どもたちは、興味をそそ
られた絵本を手に取り、熱心に読
んでいました。

▲絵本の内容を教え合い、笑顔になる子どもたち

▼湯沢図書館を訪れたのは、オレンジ色のキャラバンカー
　でした

▲つきたての餅を、あずき餅やきな粉餅、汁餅として販売

▲安全な輸送を願い、ミス・フレッシュから運転手に花束が贈られました▲記念講演の様子

▲優秀団表彰を受ける湯沢西スポーツ少年団の代表者

▲太く育ったワラビを袋いっぱいに採り、全員が笑顔です

▲先代の小町娘から市女笠を受け継ぎます
いち め がさ
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かつてのカヤ場を整備したワラビ園が人気小町改めの儀

小町まつり

▲小野小町と深草少将との物語を演じる

宵祭

▲息の合った立ち居振る舞いを見せる小町娘

本祭

市野ワラビの里
　市野地区（皆瀬）が整備・
運営するワラビ園が有料入
園開始から３年目を迎え、
小安温泉郷の宿泊客など県
内外からの来園者でにぎわっ
ています。
　6月9日には、俳優の永
島敏行さんら約20人が来園。
穏やかな日差しの下、心地
よい汗を流しながら、太く
育ったワラビを採っていま
した。

農業経営の安定と食の安全を
第13回湯沢雄勝農業者大会

　6月8日、第13回湯沢雄
勝農業者大会が湯沢文化会
館で開催されました。大会
には農家など関係者約800人
が参加しました。
　青森大学教授の見城美枝
子さんによる「世界の中の
日本の農業」と題した記念
講演も行われました。見城
さんから、世界の中での経
験を通じて、食料の大切さ、
自給率の重要性についての
話があり、参加者は真剣に
聞き入っていました。

スポーツを通じて友情や絆を深める
スポーツ少年団合同結団式

　6月8日、スポーツ少年
団合同結団式が総合体育館
で行われました。
　結団式には、団員、指導
者など384人が参加し、各ス
ポーツ少年団の代表者に団
員章が授与されました。そ
の後、スポーツ少年団表彰
等の伝達式が行われ、功労
者6人と優秀団として、湯
沢西スポーツ少年団が受賞
しました。

けんじょう　み　 え

こ

なが

しま とし ゆき

おく やまきょうえつ
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▲6月9日、小町まつりにて

159,699

項　　　目
内　　　　　訳 件数・個数 金額（円）

6月分

合　　　計 20

15 126,000接　遇　費 光ガラス㈱新棟竣工式御祝金　ほか

湯沢市釣連合会大会賞品代　ほか

0 0餞　　　別

15,0001慶　弔　費 葬儀用花代

贈答用特産品（清酒） 2 8,699贈 答 品 代

0 0行事出席等の会費

2 10,000協　賛　費

市長日誌（6月）

交際費報告

1日（土） 小町改めの儀

3日（月） 議会運営委員会、まるごと戦略会議
4日（火） 全国市長会分科会・市長フォーラム／社会資本整備を考

える首長の会（東京都）
5日（水） 第83回全国市長会議（東京都）

2日（日） 虎毛山山開き神事

6日（木） 秋田県文化財保護協会総会、湯沢雄勝広域市町村圏組合
6月臨時会・全員協議会

9日（日） 小町まつり、第25回小安峡つりっこ大会表彰式、第7回
みちのく大衆芸能まつり

10日（月） 6月定例議会、湯沢市環境衛生組織連合会総会

8日（土） 秋田県南民謡選手権湯沢大会、第13回湯沢雄勝農業者大会
7日（金） 6月定例議会

　

い
よ
い
よ
夏
本
番
で
す
。
暑
さ
に
順
応
で
き
ず
に
体
調
を
崩
し
が
ち
な
季

節
で
す
の
で
、
食
べ
過
ぎ
、
飲
み
過
ぎ
、
夜
更
か
し
、
睡
眠
不
足
に
は
注
意

が
必
要
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
そ
れ
ぞ
れ
に
健
康
管
理
を
さ
れ
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
が
、
市
長
の
職
務
も
正
に
体
力
勝
負
で
す
か
ら
、
自
分
の
健

康
管
理
に
は
責
任
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
玄
米
菜

食
を
基
本
に
、
早
朝
の
散
歩
運
動
と
、
早
寝
早
起
き
を
心
掛
け
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
三
日
坊
主
に
な
ら
な
い
よ
う
に
継
続
し
た
い
も
の
で
す
。

　

市
が
行
う
行
政
事
務
に
は
、
外
交
防
衛
こ
そ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
戸
籍
・
住

民
登
録
、
保
険
年
金
、
税
務
、
福
祉
、
生
涯
学
習
な
ど
市
民
生
活
に
密
着
し

た
事
務
か
ら
、
文
化
・
観
光
振
興
、
産
業
振
興
、
国
際
交
流
、
総
合
企
画
な

ど
の
市
政
運
営
に
関
わ
る
事
務
ま
で
、
幅
広
い
分
野
で
、
多
岐
に
わ
た
っ
て

い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
納
入
し
て
い
た
だ
い
た
貴
重
な
税
金
で
ム
ラ
・
ム
ダ
の

無
い
よ
う
に
、
三
役
と
言
わ
れ
る
副
市
長
、
教
育
長
の
助
け
を
借
り
、
全
職

員
が
一
体
と
な
っ
て
可
能
な
限
り
公
正
・
公
平
に
、
法
律
条
例
に
基
づ
き
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
く
ご
意

見
も
千
差
万
別
で
す
。

　

自
治
体
の
基
本
的
な
役
割
は
住
民
福
祉
の
向
上
に
あ
り
ま
す
が
、
基
本
と

な
る
税
収
、
限
ら
れ
た
財
源
・
予
算
で
行
う
市
民
サ
ー
ビ
ス
で
す
の
で
、
不

満
や
要
望
も
沢
山
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
す
べ
て
に
満
足
し
て
も
ら
う
こ
と

は
難
し
い
こ
と
で
す
が
、
一
つ
一
つ
丁
寧
な
対
応
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
市
長
の
日
常
業
務
を
挙
げ
て
み
ま
す
と
、
各
部
署
か
ら
の
毎
日
数

十
件
に
上
る
書
類
の
決
裁
、
重
要
事
項
の
打
ち
合
わ
せ
、
幹
部
会
議
、
市
議

会
へ
の
出
席
な
ど
の
ほ
か
に
、
各
種
行
事
・
事
業
、
各
種
団
体
の
会
合
へ
の

出
席
な
ど
数
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
、
地
元
選
出
国
会
議
員
や
各
省

庁
へ
の
陳
情
、
企
業
訪
問
、
観
光
物
産
イ
ベ
ン
ト
、
姉
妹
都
市
交
流
な
ど
の

出
張
が
あ
り
ま
す
。
ど
れ
も
重
要
な
市
長
の
仕
事
で
す
。

　

懇
親
会
な
ど
の
席
上
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
「
健
康
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
」
と
激
励
し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
酒
の
街
湯
沢
で
は
連
日
お
招
き

い
た
だ
く
総
会
や
会
合
な
ど
で
、
尿
酸
値
も
上
昇
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
も
、
健
康
管
理
に
は
十
分
に
ご
留
意
の
上
、
共
に
暑
い
夏
を
乗
り

切
り
ま
し
ょ
う
。

11日（火） 6月定例議会、光ガラス株式会社新工場竣工式・竣工記
念式典

15日（土） 黒坂兵右衛門顕彰会慰霊祭（横手市）、まほろば新グルー
プホーム竣工祝賀会

16日（日） コスモスロード視察

13日（木） 6月定例議会、秋田県中小企業家同友会県南地区会第4
回定時総会

12日（水） 6月定例議会

17日（月） 個人情報保護審査会審議委員委嘱状交付、湯沢市要保護
児童対策地域協議会

18日（火） 社会を明るくする運動推進委員会、湯沢日独協会理事会
20日（木） 秋田さきがけ県南政経懇話会6月例会
21日（金） 6月定例議会
23日（日） 高松地区交通安全協会40周年
24日（月） 平内町役場表敬訪問（青森県）
25日（火） 企業訪問（青森県）
26日（水） 定例記者会見、サクランボ出発式、湯沢市防犯協会定期

総会
27日（木） 秋田県南高規格幹線道路建設促進期成同盟会等国への要

望会（～28日、東京都）
28日（金） 休日急患診療所閉所式
30日（日） たんせ市

17

6月30日届け出分まで

■湯沢地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

「こんにちは赤ちゃん」 「おくやみ」 に掲載を希望しない人は、届け出の際に窓口へ申し出てください。
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秀　雄

雅　久

佐藤哲夫

悦　男

阿 部　惠 作さん
髙 橋　　 久さん
戸 部　ナ ツさん
日 野 レイ子さん

■皆瀬地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区
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俊　彦

邦　雄

齋 藤 タマヱさん
髙 橋　秋 二さん
佐 藤 イヨエさん

6月30日届け出分まで

●湯沢地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

なつめ

くるみ

ゆうしん

ひより

だいそん

ゆ　い

ここね

あいか

佐 藤　夏 芽ちゃん

岩 谷　來 未ちゃん

松 田　悠 慎くん

藤 原 よつはちゃん

小 川　陽 愛ちゃん

佐 藤　大 尊くん

佐 藤　結 衣ちゃん

菅 　　心 音ちゃん

久 家　愛 花ちゃん
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●雄勝地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

ひろと

中 村　拓 人くん 6.14 田　用　橋鷹也さん・奈保子さん

●稲川地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

けいた

石 山　敬 太くん 6.21 麓　　　２守さん・由紀美さん

●皆瀬地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

　　　れい

かりん

髙 橋　　 怜くん

髙 橋　花 梨ちゃん

6. 7

6.16

藤　　　倉

沖　ノ　沢
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秀悦さん・深雪さん
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雅　行

郁　子

本　人

均

加奈子

安　子

和　子

千代志

敏　郎

功

本　人

守

直志さん・志保子さん

和也さん・美架子さん

純也さん・佳那子さん

和也さん・こずえさん

猛さん・有貴子さん

慶二さん・正枝さん

達也さん・美果さん

瞬さん・みさ子さん

一裕さん・晴美さん

長 倉　ヤ スさん
三 浦　ケ ンさん
兼 子　ノ ブさん
安 倍　ユ キさん
藤 井　正 美さん
小 川　ヤ ヱさん
榊 田　茂 治さん
井 上 ヤヱノさん
斉 藤　ム チさん
山 内　け いさん
白 𡈽　慶 子さん
藤 原 日出男さん

安　三

睦　子

俊　宏

由紀子

稠　也

奥 山　　 茂さん
由 利　時 夫さん
髙 　　俊 司さん
沼 倉　勝 廣さん
小野田 シ ゲさん



公益財団法人 秋田県市町村振興協会

広報
■発行日／2013.7.15
■発行／湯沢市　■編集・デザイン／総務企画部総務課　〒012-8501 秋田県湯沢市佐竹町1番1号　（TEL0183-73-2111、FAX73-2117）
■ホームページ／http://www.city-yuzawa.jp/　　■広報へのメール／koho@city-yuzawa.jp　　■市長へのメール／shicho@city-yuzawa.jp

広告募集 平成２５年度の広告を募集します。詳しくは、市ホームページ
お知らせ欄の「有料広告の募集について」をご覧ください。

このページは、事業所等の広告です。
広告の内容と湯沢市の業務に関係はありません。

7.15  Vol.199


	p1
	p2-3
	p4-5
	p6-7
	p8-9
	p10-11
	p12-13
	p14-15
	p16-17
	p18

